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－１－ 

大和市大和市大和市大和市民活動民活動民活動民活動センターセンターセンターセンター［［［［拠点拠点拠点拠点やまとやまとやまとやまと］］］］    第第第第 55555555 号号号号 2012201220122012 年年年年 2222 月月月月１１１１日日日日発行発行発行発行    

2012201220122012

花ことばは「忠実」 

春を告げる花の代表。 

花弁、雌しべ、雄しべ、そ

れぞれが可愛いく、古来

より絵に描かれている。 

―ウメ― 

あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

あのあのあのあの手手手手このこのこのこの手手手手でででで考考考考えてえてえてえて、、、、あのあのあのあの手手手手このこのこのこの手手手手でででで問題解決問題解決問題解決問題解決！！！！    

＜＜＜＜送付送付送付送付のののの際際際際、、、、同封同封同封同封されているごされているごされているごされているご案内案内案内案内＞＞＞＞    

・・・・第第第第                回連続共育回連続共育回連続共育回連続共育セミナーセミナーセミナーセミナー「「「「NPONPONPONPO でででで働働働働くということくということくということくということ」」」」～～～～PART2PART2PART2PART2～～～～のごのごのごのご案内案内案内案内    

・・・・「「「「ボランティアボランティアボランティアボランティアしたいしたいしたいしたい人人人人がががが集集集集まりますまりますまりますまります」」」」のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

小学校 3 年生の颯くんに「犬は自分で片付け

ることができないから、かい主が犬のフンを片

付けないといけません。」と、言われてしまいま

した。こんなことを言われてしまう大人は立つ

瀬がありません。私も大和市の北の端にある

「つるま自然の森」を長く保全していますが、

「森」のあちこちで、犬のフンを見つけるたびに

悲しくなります。（小杉記） 

協力・市役所生活環境保全課美化推進担当 

 

＊「あの手この手」は大和市民活動センターのＨ.P.では 

カラーでご覧になれます。 

＜渡邊 颯（はやて）くんからのメッセージ＞ 

ぼくが、このポスターを書いたのは、いつ

も自分のうちの犬のさん歩に行くと、他の 

犬のフンが道路に落ちていて、気持ちが悪

いと思っているからです。犬は自分で片付

けることが出来ないから、かい主が犬のフ

ンを片付けないといけません。大人の人が 

さん歩をさせていることが多いので、犬の 

フンを持ち帰ってほしいと思います。 

絵：渡邊 颯（はやて）（西鶴間小 3 年） 

 

大和市の今年度「協働事業等提案制度」は市民

提案型の４提案、行政提案型の１提案、行政提

案応募型の４提案、合計９提案が推進と決定。

「拠点やまと」は前期に引き続き、平成 24年度
からの 3 年間「大和市民活動センター管理運営
事業」を実施していきます。 

★市が募集した 2011 年度環境ポスターの優秀賞に

入賞した作品を 3 回にわたって掲載しています。 

本号は 3 回シリーズの 2 回目 

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 



    
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

－２－ 

1111 月月月月 14141414 日日日日（（（（土土土土））））晴晴晴晴れれれれ    

「チーム ピース チャレンジャー」の蔵田さんが、

「おりがみサークル」の皆さんが折った折り紙を、イ

ンドの子どもたちに届けたときの様子を話してくれ

ました。節分の鬼、ひな祭りの人形、5 月の節句の

兜などの折り紙を手に、日本の四季折々の行事、

文化などを説明したとのこと。蔵田さんたちスタッ

フがインドの子どもたちと駒や鶴をいっしょに折り、

よいクリスマスプレゼントになったそうです。（S・S） 

おおおお互互互互いのいのいのいの助助助助けけけけ合合合合いがいがいがいが子育子育子育子育てててて支援支援支援支援のののの基本基本基本基本    

ファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンターファミリーサポートセンター事業事業事業事業をををを受託受託受託受託    

大和市の協働事業「ふくしの手全員集合」の活動の一環です。 

地域の交流を深める目的で、お茶を飲みながら世間話、子育て 

の話、健康の話など、気楽におしゃべりをしながら交流を広げ、 

地域の絆を深めています。 昔の縁側のような居場所です。 

湘南ブルーの旗が出ていたら、そこは茶

ちゃ

OH

お

!です。 

赤ちゃんからおじいちゃん、おばあちゃん、男も女も、障害の 

ある人も、お金のある人も無い人も み～んな来てね。 

お茶を飲みながら、ひと時、時間を共有しませんか？ 

そばに誰か居るだけでホットできる。 

お知り合いになれたら、外で会って「こんにちは」って 

言えるでしょう。 

散歩している時、知り合いに会えたら、ホントうれし～い。 

そんな輪、つながりがたくさんできたら、うれし～い。 

近場で支えあいの輪ができると、うれし～い。 

やさしさの輪ができると、うれし～い。 

あたたかさの輪ができると、うれし～い。 

 

情報共有でき、ネットワークでつながり、おたがいさま

の支え合いを作りましょう。 

ご近所に茶 OH!ありませんか？ 

やってみませんか？（「ワーコレ想」茶 OH!担当 石原啓子) 

茶

ちゃ

OH

お

!ってな～に？ 

「「「「ふくしのふくしのふくしのふくしの手全員集合手全員集合手全員集合手全員集合」」」」は    

  ・「ワーカーズ・コレクティブ想」 

  ・「パパボラやまと」 

  ・社会福祉法人「敬愛会」 

  ・市・健康福祉総務課 

が手を取り合って、協働事業を行っています。 

みんな  

いらっしゃ～い！ 

ここが茶ＯＨ！です。 

市民活動市民活動市民活動市民活動    

        のののの    

現場現場現場現場からからからから    

「子どもたちがたくさんの大人に可愛がられてゆったりと育

つことができるように、親だけに子育てを負わせないで周

りが支えていかれるように、自分の経験と時間を少しひと

のために使うことで次代を担うこどもたちが健やかに育っ

てくれることを願って活動します。」これがチャイルドケア設

立の趣旨です。2000 年設立以来、その思いを大切にし

ながら活動してきました。昨年 10 月より大和市ファミリーサ

ポートセンター（ファミサポ）事業を受託したことで、今まで

のメイン事業だった子育てサポート利用会員の方々の多

くがファミサポ依頼会員に移行しました。現在はファミサポ

で受けられない 3 か月未満のお子さんや、塾・お稽古に

関するサポート、市外在住の家庭へのサポートには、チャ

イルドケアの独自事業である子育てサポートで対応してい

ます。支援内容は、お子さんの送迎・預かり、産後の家事

支援などです。 
2007 年から大和市つどいの広場事業 

「こどもーる」を受託して、月曜から金曜 

の毎日 10 時～夕方 6 時まで、イオンつ 

きみ野で広場を運営しています。 

 

毎日 100 人以上の親子が遊びに来たり、時にはアドバイ

ザーが相談に乗ったり、楽しい場です。広場といえば、チ

ャイルドケア独自でも 0 歳児を対象にした「ちゃいるど広

場」事業を開催しています。毎月1回、施設の部屋をお借

りしてベビーヨガや、アロママッサージなどで楽しんだ後、

手作りお菓子とお茶でお母さんどうしのおしゃべりに花が

咲きます。 

2006 年からは、養育支援訪問事業を受託し、市が必要と

判断した家庭への支援にも入っています。また、病気や

障害を持った方々にも少しでも寄り添っていきたいと思い

ます。今年度は、ほかにも「タッチコミュニケーションプログ

ラム」という、親子の身体接触を通して母子関係を修復し

ていくプログラムを研究されている講師を招きスタートでき 

   きたことは、チャイルドケアの活動に厚みが増

してきた実感があります。一人一人のメンバ

ーが、これからも、お母さんお父さんたちの気

持ちに寄り添って活動していけたら、子育て

支援の輪が地域に広がっていくと信じていま

す。 

ボランティアバスボランティアバスボランティアバスボランティアバスがががが「「「「センターセンターセンターセンター」」」」にやってきますにやってきますにやってきますにやってきます    

ボランティア見学会が実施されます。 

ボランティアを必要としている団体は、 

当日「センター」にいらしてください。 

活動のＰＲをしてボランティアさんを 

GETするチャンスです。 

日時：3月 15日（木）14:30～15:30 

  ＊事前にセンターに申込んでください。 

NPONPONPONPO 法人法人法人法人    ワーカーズワーカーズワーカーズワーカーズ・・・・コレクティブコレクティブコレクティブコレクティブ    チャイルドケアチャイルドケアチャイルドケアチャイルドケア    

理事長理事長理事長理事長    永井圭子永井圭子永井圭子永井圭子    



         NPO 法人の説明から広くボランティア活動 

の話となった。日頃気になること、そして 

“モヤモヤ”などの感じ方、各自の色々な考 

え方が聞けたセミナーでした。“モヤモヤ” 

は「動機づけ」や「達成感」の精神的なもの、「雇用契約」

や「評価報酬」などの金銭的なもの、「履歴・背景」や「作業

環境」などの属性的なものなどがあり、活発な意見交換が

ありました。「私の所は、こんな問題があって…」「私はこう

考えますが…」など、とても具体的で分かり易く聞けまし

た。そして考えさせられました。調査によると、NPO 選択理

由は「目的・活動内容に共感」、評価価値「達成感・充実

感を得られる」が一番多く、活動を通じて「自分の役割」

「仲間作り」「地域社会づくり」など、担い手としての自負が 

 
    

    

 

大和市民活動センタ 

 

    

－３－ 

1/26(木) 第   回連続共育セミナーを開催しました 

「「「「NPONPONPONPO でででで働働働働くということくということくということくということ」」」」PART2PART2PART2PART2    

～～～～モヤモヤモヤモヤモヤモヤモヤモヤをををを減減減減らしてらしてらしてらしてスッキリスッキリスッキリスッキリ活動活動活動活動しようしようしようしよう！～！～！～！～    

日 時：2 月 23 日（木）18：00～20：00 

場 所：大和市民活動センター会議室 

話し手：杉下由輝（ゆうき）さん 

     「さがみの国大和フィルムコミッション」副会長 

 

「「「「NPONPONPONPO でででで働働働働くということくということくということくということ」」」」PART1PART1PART1PART1    

～～～～言言言言いたくてもいたくてもいたくてもいたくても    言言言言えないえないえないえない    モヤモヤモヤモヤモヤモヤモヤモヤ～～～～    

話し手は関根孝子さん 

次回次回次回次回    第第第第                回連続共育回連続共育回連続共育回連続共育セミナーセミナーセミナーセミナーはははは        
    PART１に参加して、いろ

いろなモヤモヤを聞き、

ヒントを少し話しました

が、次回は具体的な解

決策を持って行きます。 

いろいろないろいろないろいろないろいろな    ““““モヤモヤモヤモヤモヤモヤモヤモヤ””””    をををを聞聞聞聞きましたきましたきましたきました    

第７回やまと国際交流フェスティバル（主催：財団法人大和市国際化協会）は

多くの外国籍の人たちが参加する“インターナショナルなお祭り”です。２０以上

のブースが出店。ステージでは民族舞踊をはじめ、いろいろなパフォーマンス

が繰り広げられます。 

 

1111 月月月月 18181818 日日日日（（（（水水水水））））晴晴晴晴れれれれ    

センター室内看板を窓際に移したら、意外な効果

が出てきてビックリ。先ず、スペースが広く見えま

す。また、温風が看板にぶつかり、下の業務机、特

に足元が暖かくなりました。そして照明の遮蔽が無

くなり、明るくなりました。何よりも改めて “活かそ

う！ひろがりのわ つながりの手” を読み直したこ

とです。この看板は、当初からじっとセンターでの

皆さんの出会いや交流を見てきたんですね。 

写真を写すとき、 

「はい！チーズ」は日本。では、外国では？ 

今年今年今年今年もももも大和駅大和駅大和駅大和駅プロムナードプロムナードプロムナードプロムナードでででで仲良仲良仲良仲良くなろうくなろうくなろうくなろう！！！！    
                    ～～～～    やまとやまとやまとやまと国際交流国際交流国際交流国際交流フェスティバルフェスティバルフェスティバルフェスティバル    ～～～～    

                                            3/183/183/183/18（（（（日日日日））））１０１０１０１０：：：：００００００００～～～～１５１５１５１５；；；；００００００００    

大和市民活動センターは、今年も駅前ブースで、大学生・高校生を 

中心にアイディアいっぱいの企画で参加します。 

生まれていました。でも“モヤモヤ”について、いざ話し出

すと「雇用条件」「報酬」「労働基準局」「税制」や「評価金

額の平等性」など、大半は金銭面に及びました。すばらし

い“本音のセミナー”だったと思います。「就職する時、ボ

ランティア団体に就職できますか？生活維持ができる団

体ですか？」とても印象的な言葉でした。そこで手を挙げ

て発言した次回講師の杉下さんが“収支バランスのとれた

NPO”についての前向きな意見。2 月 23 日（木）が楽しみ

になってきました。退職後の「環境の違い」「組織の違い」

「手当ての違い」「責任感の違い」などを、“NPOだから”で

勝手に判断していた気がしました。カルチャー・ショックか

らの逃げの様な気もしてきました。これからも、もっと市民

活動は「継続」を重視して、“モヤモヤ”に接して行かなく

てはと思います。 

さて、大和市民活動センターですが、クルー（漕手）の足

りない、コックス（舵手）ばかりの“モヤモヤ”です。（N．M） 



 

 

  

  

    

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「「「「あのあのあのあの手手手手    このこのこのこの手手手手」」」」    第第第第 55555555 号号号号        発行日発行日発行日発行日・・・・2012201220122012 年年年年 2222 月月月月 1111 日日日日                                                発行発行発行発行・・・・大和市民活動大和市民活動大和市民活動大和市民活動センターセンターセンターセンター    拠点拠点拠点拠点やまとやまとやまとやまと    

    

大和市民活動センター ＜開館・月～土 ９：００～１８：００＞                                                TEL：046-260-2586   FAX：046-205-5788  

〒242-００21 大和市中央 1-5-1                                   E-mail：yamato@ar.wakwak.com 

http://www.kyodounokyoten.com/ 

 

ＦＦＦＦＦＦＦＦＭＭＭＭＭＭＭＭややややややややままままままままとととととととと                

7777777777777777........77777777        ＭＭＭＭＭＭＭＭＨＨＨＨＨＨＨＨｚｚｚｚｚｚｚｚ        

第第 11..33..55((((((((火火火火火火火火))))))))生生生生生生生生放放放放放放放放送送送送送送送送  
99999999::::::::0000000000000000        ⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒⇒1111111100000000：：：：：：：：0000000000000000        

 

朝朝朝朝ラジラジラジラジ☆☆☆☆ホッホッホッホッととととスクランブルスクランブルスクランブルスクランブル    

大和市民活動大和市民活動大和市民活動大和市民活動センターセンターセンターセンターだよりだよりだよりだより    

『『『『やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆みつけたみつけたみつけたみつけた    』』』』        

    やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ 

★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
☆☆ ☆☆
み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た

み
つ
け
た
★★ ★★
や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ

や
ま
と
っ
こ
みみ みみ
 

    やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆みつけみつけみつけみつけ 

＜これからの出演団体＞ 

第 149 回 2/ 7(火)大和ぶんぶんプロジェクト 

第 150 回 2/21(火)大和市芸術文化振興会 

 

「福」は「服」落ち込んだ気持ちが立

ち直ること幾度も。組み合わせを考

えるのは至福（服）の時間。（村山真弓） 

－４－ 

「花粉症」の発症まっ只中。鼻は詰ま

り目は赤く喉はからから、唯一、入浴

が今の私には「福」。長風呂が毎日

つづいています。入浴中「極楽、極

楽」口をついて出ます。（櫻井貞代） 

 

こっそり教える冬の「福」メモ・湯たん

ぽを寝る前にふとんの首に近い背

中にあたるところに置いておく。ふと

んにはいったときの至福の暖かさ。

これ、堪えられない。（小杉皓男） 

 

★★★★やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆みつけたみつけたみつけたみつけた    ★★★★やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆みつけたみつけたみつけたみつけた    ★★★★やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆みつけたみつけたみつけたみつけた★★★★ やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆みつけたみつけたみつけたみつけた    ★★★★やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆みつけたみつけたみつけたみつけた★★★★やまとっこやまとっこやまとっこやまとっこ☆☆☆☆ 

「ふく」と言えば先ず健康！ 

人に隠れた「副」は楽！ 

メタボで昔の「服」は着られず、 

誕生ローソクを「吹く」も 空しく… 

やっぱり戻れる家庭が 「福」の神 

かな？（望月則男） 
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昨年、展覧会で東寺の帝釈天騎象 

像を見ましたが、端正なお姿にくぎ

け。眼福でした。タレントのはなさん

は「4 回お会いしに行った」そうです。 

（中山みゆき） 

実家に古いお多福のお面がありま

す。色黒になってしまいましたが、お

顔を見ると幸せを感じます。父にこ

のお面だけは欲しいと言いました。 

    （関根孝子） 

 

おいしい肴があって、おいしいお酒

があれば会話も弾み、楽しい時間

になる。健康だからこその“至福の

時”。さあ、レモン酒を作ろうっと。 

（石川美恵子） 

 

節分の(福)豆まきは 30 年位前までは

行っていました。「福」は示＝神、畐

＝満ちるの形。私にとって“福”は家

族が健康でいられること。(浅見正明) 

 

テーマ：「福は内」 

     あなたにとっての“福”は？ 

第第第第 147147147147 回回回回 1/171/171/171/17((((火火火火) ) ) )     

～～～～    ゴミゴミゴミゴミをををを捨捨捨捨てにくいてにくいてにくいてにくい環境環境環境環境をををを育育育育みたいみたいみたいみたい    ～～～～    

＜＜＜＜引地川水引地川水引地川水引地川水とみどりのとみどりのとみどりのとみどりの会会会会＞＞＞＞    

2003 年川に落ちている自転車を、3 人で川に入り拾っ

たのがきっかけで、2004 年「引地川水とみどりの会」を

設立しました。活動を続けているうちに、見ている人や

仲間が会員となり、現在は４１名に増えました。今年で

8 年目を迎え、清掃活動は延べ８９回行いました。一回

の清掃には１０名～１５名が参加し、普通のゴミ袋で５０

０袋ほどを拾います。川に落ちているゴミは大きく分け

て直接川に捨てられるゴミ・周辺道路に捨てられたゴミ

が風で川に落ちたもの・同じく道路に捨てられたタバコ

の吸殻やお菓子の袋が雨水管から川に流れてくる、の

３種類があります。以前は空き缶やペットボトル、ビンが

多かったが最近はお菓子の袋などのビニール系のゴミ

が増えています。回収するゴミの量は年々少なくなって

いましたが、2 年前から回収量がまた増えてきました。

大和市民活動センターでは、いろいろな分野で活躍し

ている団体の方々とお話したりして楽しく交流しており 

       ます。昨年の夏は 

共育セミナ－講師 

の声をかけて頂き、 

毎年参加している 

カッコーフェスタと 

合わせて年々充実 

した交流を持つよう 

になりました。 

 

第第第第 148148148148 回回回回 1/311/311/311/31((((火火火火) ) ) )     

～～～～    オオカミオオカミオオカミオオカミへのへのへのへの偏見偏見偏見偏見をなくしてをなくしてをなくしてをなくして自然破壊自然破壊自然破壊自然破壊をををを防防防防ごうごうごうごう    ～～～～    

＜＜＜＜日本日本日本日本オオカミオオカミオオカミオオカミ協会協会協会協会＞＞＞＞    

「日本オオカミ協会」は 1993 年に 

東京農工大の丸山直樹先生を中 

心に、日本の自然はこのままで大 

丈夫なのだろうかという疑問を持つ 

様々な人たちが集まって発足。 

現在メンバーは全国で約 300 名。 

アメリカのイエローストーン国立公園 

では、1995 年、96 年の 2 回にわたり、カナダからオオ 

カミを導入しました。３１頭のオオカミが９０頭になり、 

川にビーバーがもどり、小鳥が集まりバラスの取れた 

自然環境が戻って成功しています。ドイツの自然保 

護団体でオオカミの保護プロジェクトを担当している 

専門家が、オオカミは決して広大な森がなければ棲 

むことができない動物ではなく、餌動物が豊富であれ 

ば里山に静かに生息し、人との問題を起こすことのな 

い動物であることを札幌・帯広・釧路・東京・山梨など 

の連続シンポジウムで話しました。オオカミの復活は 

森を守り、美しい国土の崩壊を防ぎ、私たちが安心し

て生活できる環境や都市生活を守るためにも必要な

ことです。オオカミ再導入が実現するまで、署名活動

を継続していこうと思っています。 

 



大和市民活動センター[拠点やまと]が制作発行する 

月刊広報紙「あの手 この手」。 

２月号（第５５号）をお届けします。 

  

 

その石碑にはこう記されていた。 

「一 不時の津浪に不断の用意 一 地震の後どんとなつたら津浪と思へ 一 大津浪三四十年後

に又来る 一 津浪来たなら直ぐ逃げろ 一 金品より生命」。（東京新聞 1/16 付「碑に学ぶ」より） 

岩手県陸前高田市気仙町湊地区、海岸から 350m 離れたところに立っていた石碑だ。建立された

のは 1933 年（昭和 8 年）。三陸大津波があった翌年。今からほぼ 80 年前のことになる。しかし、

去年 3月 11 日のあの大津波で流されてしまい、その後埋没しているのが見つかった。 

 

この悲惨な経験を後世に伝えておきたい。もう２度とこの悲劇を繰り返してはならぬという、

かつてそこに住んだ人たちの切なる思い、忠告がその石碑（いしぶみ）に刻まれている。 

 

この 1 月の中旬、私は東日本大震災では甚大な被災を蒙った岩手県にあって、幸い内陸に所在

したため被災を免れた岩手県立図書館（盛岡市）を訪ねることができた。 

「図書館というのは、単に本を貸し出すところというようなことではなく、正に『知のインフ

ラ』だということを今回の震災で改めて気付かされています。図書館とは、ひとつにその町の実

にさまざまな資料が保存、管理運用されているところなのです」と、係りの方から伺う。「例えば、

県内の陸前高田市立図書館はスタッフが全員行方不明、または死亡。そして、この図書館に保存

されていた町の資料をことごとく津波で失ってしまいました。それで今、その市の行政を機能さ

せていくうえで、著しい障害を生じているのです」と。 

 

冒頭に書いたように、私たちの祖先は震災の記憶が途切れないよう、例えば石碑に「戒（いま

し）め」を刻んだ。 

今回の東日本大震災について、新聞や雑誌などでの紙媒体はもちろんのこと、ラジオ、テレビ

等の放送媒体、電子媒体などで膨大な「記録」が残され、更新されつつある。それらの「記録」

を収集し、再構築して、時事情報の提供、地域資料収集の要（かなめ）として、また千年後の子

孫に伝え残す取り組みとして、岩手県立図書館は「震災の記録を図書館にご寄贈ください」とい

うアクションを開始していた。           記・小杉皓男[拠点やまと]広報係 2012/1/30 

 

イラスト・望月則男 


